
～愛知県板金技能専門枝～

創立勿周年記念式典開催

板(1)平成６年３月１５日 第２８１号

と
思
わ
れ
る
が
、
デ
ー
タ

の
提
出
を
望
む
と
の
担
当

者
の
発
言
も
あ
り
感
心
が

与
せ
ら
れ
た
。
建
築
関
係

に
於
い
て
異
業
種
共
通
の

悩
み
は
後
継
者
不
足
に
よ

る
深
刻
な
話
題
も
、
和
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
更
に

再
検
討
し
、
今
後
の
課
題

と
し
て
早
期
実
現
を
望
む

も
の
で
あ
る
。
沼
津
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愛
知
県
板
金
工
業
組
合

は
去
る
２
月
別
日
（
月
）
、

「
愛
知
県
板
の
現
況
と
事

業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
に
会
場
を
設
け
、
画
期

的
な
懇
話
会
を
企
画
し
実

施
し
た
。
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
行
政
官
庁
並

び
に
、
関
係
団
体
の
名
士

の
方
々
に
御
出
席
を
賜

わ
っ
て
の
交
換
会
、
出
席

さ
れ
た
方
を
御
紹
介
致
し

ま
す
。

愛
知
県
建
築
部
営
繕
課

森
山
宏
氏

愛
知
県
建
築
住
宅
研
究
所

柘
植
勝
人
氏

愛
知
県
住
宅
供
給
公
社

角
田
昭
一
氏

名
古
屋
市
建
築
局
技
術
管

理
課
渡
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正
明
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市
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築
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築
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【
行
政
官
庁
の
理
解
を
得
、

画
期
的
な
事
業
に
賞
賛
】

ｔ
Ⅲ

り
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た

事
業
主
の
方
々
の
積
極
的

な
協
力
が
今
日
の
隆
盛
を

迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
誇
り
あ
る
専
門
校

を
更
に
飛
躍
し
て
次
代
を

に
な
う
後
継
者
を
育
成
し

板
金
業
界
発
展
の
為
に
も

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解

ご
指
導
、
協
力
を
頂
き
た

く
思
い
ま
す
と
挨
拶
し
た

来
賓
者
の
紹
介
に
続
き
、

衆
議
院
議
員
片
岡
武
司
氏

全
日
本
板
金
工
業
組
合
連

合
会
理
事
長
臼
井
昇
氏
、

愛
知
県
知
事
鈴
木
礼
治
氏

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。
技
能
専
門
校
功
労
者

に
対
し
、
愛
知
県
知
事
、

名
古
屋
市
長
、
愛
知
県
職

業
能
力
開
発
協
会
、
愛
知

県
技
能
士
会
連
合
会
、
愛

知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練

協
会
、
愛
知
県
技
能
専
門

校
と
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が

渡
さ
れ
、
創
立
時
よ
り
今

日
ま
で
如
年
に
渡
り
講
師

昭
和
四
年
に
労
働

基
準
法
に
基
づ
き

「
愛
知
県
板
金
工

技
能
者
共
同
養
成

所
」
所
長
、
山
口

音
吉
氏
と
し
て
発

足
し
今
年
で
仙
周

年
を
迎
え
記
念
式

典
が
定
刻
二
時
中

京
テ
レ
ビ
大
野
ゆ

う
こ
嬢
の
司
会
に

て
始
ま
り
恩
田
副

会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
羽
柴
会

米
倉
利
彦
氏

愛
知
県
建
築
技
術
研
究
会

局
長
長
瀬
和
郎
氏

㈱
愛
知
県
建
築
士
会
専
務

平
田
仁
史
氏

㈱
愛
知
県
建
築
士
事
務
所
協

会
副
会
長
浦
野
勉
氏

尚
、
当
県
板
か
ら
次
の

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

行
政
担
当
者
、
設
計
関
係
者
と
懇
談

酷

、

方
々
が
代
表
で
出
席
さ
れ

た
。理

事
長
（
保
証
事
業
委
員

長
）
平
野
弘
氏

副
理
事
長
（
技
術
研
究
委

員
長
）
斉
藤
充
昭
氏

専
務
理
事
早
川
孟
夫
氏

常
務
理
事
（
経
営
対
策
委

員
長
）
石
原
銭
司
氏

常
務
理
事
（
広
報
副
委
員

長
）
沼
津
啓
二
氏

以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
、
先
づ
初
め
に
平

野
理
事
長
が
県
板
組
合
の

発
足
の
趣
旨
、
沿
革
、
運

営
上
の
事
業
内
容
に
つ
い

愛 知 県

板金工業組告

E⑫ こ
れ
ら
の
函
．
も
「
発
注

者
は
元
請
と
の
関
係
に
な

る
た
め
、
下
請
に
関
与
す

る
の
は
難
し
い
と
の
行
政

側
の
談
、
こ
れ
ら
問
題
も

一
般
住
宅
に
関
し
て
は
、

大
い
に
活
用
さ
れ
れ
ば
技

術
の
向
上
に
も
一
役
、
喜

ば
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
が
、
制
度
の
適
用
、
運

営
に
つ
い
て
認
識
を
更
め
、

再
検
討
も
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。
設
計
者
か
ら
は
「
免

て
詳
細
に
説
明
、

特
に
県
板
と
し

て
推
移
し
て
い

る
事
業
計
画
を

理
解
し
て
頂
き
、

板
金
と
い
う
名

称
で
行
動
し
て

い
る
関
係
上
町

の
ブ
リ
キ
屋
的

存
在
し
か
な
く
、

理
解
に
も
乏
し

い
の
が
現
状
、

今
回
の
懇
話
の

中
で
『
建
築
板

金
業
」
の
趣
旨

を
少
し
で
も
注

目
し
て
頂
け
れ

li1i
長
よ
り
、
日
頃
は
協
会
運

営
に
対
し
格
別
の
協
力
を

頂
き
今
日
如
周
年
記
念
式

典
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

す
の
も
会
員
さ
ん
を
始
め

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援

に
よ
る
も
の
で
す
と
お
礼

を
述
べ
る
と
共
に
、
今
日

技
能
専
門
校
如
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

の
も
先
輩
諸
氏
の
献
身
的

な
努
力
に
よ
っ
て
基
盤
が

作
ら
れ
又
、
訓
練
生
を
送

愛
知
県
板
金
技
能
専
門

校
の
創
立
“
周
年
記
念
式

典
並
び
に
祝
賀
会
は
、
二

月
十
三
日
（
日
）
午
後
二

時
か
ら
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
厳
し
い

寒
波
の
襲
来
に
て
名
古
屋

も
大
雪
に
見
舞
れ
た
な
か
、

職
業
訓
練
関
係
、
協
賛
商

社
、
役
員
、
指
導
員
、
講

師
、
訓
練
校
修
了
生
、
会

員
等
知
名
の
出
席
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＃
ば
幸
い
！

尚
今
年
度
は
目
玉
と
し

て
保
障
制
度
に
力
を
注
ぎ

数
回
と
な
く
会
合
を
重
ね

実
行
に
供
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
制
度
は
、
板

金
工
事
の
欠
陥
に
よ
り
、

発
生
す
る
財
物
の
修
理
、

裁
判
費
用
・
弁
護
士
費
用

・
損
害
保
険
軽
減
費
用
・

な
ど
の
他
、
欠
陥
に
あ
っ

た
物
件
を
無
償
で
復
旧
す

る
件
は
当
然
で
あ
る
も
、

責
の
範
囲
が
広
く
実
際
の

活
用
に
は
難
点
が
あ
る
の

で
は
と
厳
し
い
意
見
も
出

さ
れ
参
考
と
な
っ
た
。
尚

行
政
側
か
ら
の
要
望
と
し

組
合
員
の
資
格
保
持
者
の

問
題
が
浮
上
し
、
感
心
が

寄
せ
ら
れ
た
。

一
、
二
級
板
金
技
能
士
・

一
、
二
級
施
工
管
理
技
士

・
一
、
二
級
建
築
士
と
、

そ
れ
ら
に
付
随
す
る
資
格

保
持
者
も
含
ま
れ
て
い
る

を
務
め
ら
れ
た
加
藤
一
夫

先
生
に
特
別
功
労
賞
が
渡

さ
れ
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
・

井
藤
副
会
長
の
閉
会
の
辞

に
て
式
典
を
終
了
し
た
・

休
憩
時
間
を
利
用
し
て
ロ

ビ
ー
に
は
創
立
時
か
ら
現

在
ま
で
専
門
校
の
移
り
変

り
思
い
出
の
ス
ナ
ッ
プ
写

真
皿
枚
が
展
示
さ
れ
、
授

業
風
景
、
実
技
実
習
、
修

了
記
念
作
品
、
修
学
旅
行
、

修
了
式
、
郊
外
活
動
等
の

写
真
を
見
な
が
ら
へ
若
き

時
代
を
今
に
ふ
り
返
っ
て

み
て
懐
し
ん
だ
り
苦
笑
し

た
り
楽
し
い
ひ
と
時
で
も

あ
っ
た
。

記
念
講
演
会
は
、
演
題
「
人

間
と
動
物
の
知
恵
く
ら

べ
」
と
題
し
て
鳥
羽
水
族

館
館
長
中
村
幸
昭
講
師

に
よ
り
魚
の
夫
婦
生
活
、

世
界
の
貝
、
海
の
宇
宙
、

動
物
夜
話
、
マ
グ
ロ
は
時

速
皿
キ
ロ
で
泳
ぐ
、
生
物

《
次
頁
へ
続
く
》
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の
松
代
兄
弟
、
中
川
港
の

山
田
功
一
さ
ん
、
西
春
の

金
沢
親
子
、
な
ど
日
頃
親

し
く
し
て
頂
い
て
い
る
方

ば
か
り
で
楽
し
い
旅
に
な

り
そ
う
だ
。
孔
七
八
七
便

は
快
調
に
飛
行
を
続
け
定

刻
、
北
京
国
際
空
港
に
到

着
。
日
本
と
中
国
の
時
差

は
一
時
間
、
日
本
よ
り
一

時
間
遅
れ
。
し
た
が
っ
て

日
本
を
十
時
に
出
発
し
三

時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
で
十

二
時
三
十
分
到
着
と
な
る
。

ポ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
設

備
が
少
な
い
た
め
か
、
広

大
な
空
港
の
端
に
止
ま
っ

た
鋒
機
の
タ
ラ
ッ
プ
下
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ビ
ス
の
ワ
イ
ン
を
飲

み
、
機
内
食
を
と
り
、

気
心
の
分
か
り
合
う

隣
同
志
語
ら
い
が
は

ず
む
。

今
回
参
加
し
た
中
で

訪
中
の
経
験
者
は
三

人
、
ま
た
海
外
へ
出

る
の
は
初
め
て
の
人

も
あ
り
、
い
い
機
会

と
楽
し
み
に
参
加
し

て
頂
い
た
。
一
行
の

顔
ぶ
れ
は
、
知
多
の

沼
沢
・
後
藤
、
神
谷

君
、
碧
南
の
高
橋
銀

ち
ゃ
ん
、
名
古
屋
西

《
前
頁
よ
り
続
く
》

に
学
ぶ
健
康
法
、
旬
の
食

べ
物
に
は
驚
異
的
な
薬
効

あ
り
等
、
人
間
に
よ
っ
て

自
然
が
破
域
さ
れ
る
現
在

動
物
た
ち
の
一
生
懸
命
自

然
界
に
生
き
る
姿
、
人
間

が
改
め
て
考
え
直
す
身
近

な
問
題
と
し
て
強
く
印
象

に
残
り
一
時
間
半
余
り
が

短
く
感
じ
感
銘
深
く
拝
聴

し
た
。
記
念
祝
宴
に
移
り

長
谷
川
校
長
の
開
宴
の
言

葉
に
つ
づ
き
、
愛
知
県
板

金
工
業
組
合
平
野
理
事
長

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
如

周
年
と
輝
や
か
し
い
今
日

を
迎
え
る
な
か
で
、
創
立

以
来
苦
労
を
共
に
し
て
き

た
諸
先
輩
役
員
さ
ん
の
姿

を
拝
し
感
懐
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
後
継

者
育
成
を
め
ざ
し
全
面
的

に
協
力
致
し
ま
す
と
心
強

い
言
葉
を
い
た
ぎ
き
ま
し

た
。

池
田
商
店
社
長
の
乾
杯
の

音
頭
に
て
祝
宴
に
入
り
、

久
し
振
り
に
逢
う
友
（
訓

練
生
）
と
訓
練
校
で
学
ん

だ
日
々
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
た
時
：
…
．
、
走
馬
燈

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
懐

か
し
さ
と
共
に
、
過
ぎ

去
っ
た
時
代
と
現
在
の
訓

練
校
の
違
い
等
ず
い
分
時

の
流
れ
を
感
じ
話
に
花
が

咲
く
頃
、
時
間
の
過
ぎ
去

る
の
は
早
く
又
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
近
藤

副
校
長
の
閉
会
の
辞
に
て

終
宴
し
た
。
西
春
井
藤

国
己
回
国
国
己
国
己
５
回
自
国
回
国
回
国
自
己
回
国
自
己
国
回
国
回
国
国
区
回
国
国
国
回

り
し
な
い
。
お
ま
け
に
人

・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
自

家
用
車
が
突
っ
込
み
合
い

で
雑
然
と
し
て
い
る
。
”
み

な
さ
ん
緊
張
気
味
“
こ
れ

が
中
国
ら
し
い
所
で
あ
る

の
だ
が
首
都
の
玄
関
口
ら

し
い
第
一
印
象
が
ほ
し
い
。

側
面
に
「
中
国
婦
女
旅
行

社
」
と
大
き
く
書
い
た
大

型
観
光
バ
ス
に
乗
り
北
京

市
内
へ
向
か
う
。
中
国
は

右
側
通
行
で
車
は
左
ハ
ン

ド
ル
が
多
い
。

し
か
し
な
ぜ
か
此
の
バ
ス

は
右
ハ
ン
ド
ル
。
こ
の
こ

と
を
聞
い
て
み
る
と
日
本

製
の
中
古
車
ら
し
い
。

バ
ス
は
空
港
と
市
内
を
結

ぶ
高
速
道
路
を
走
る
。

全
長
十
八
・
五
ｍ
の
高
速

道
路
は
ま
だ
一
週
間
前
に

開
通
し
た
ば
か
り
で
、
北

京
で
は
初
め
て
の
高
速
有

料
道
路
。
時
速
制
限
一
二

○
ｍ
、
料
金
は
三
十
元
（
約

六
○
○
円
）
以
前
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
た
道
路
の
す

ぐ
横
に
平
行
し
て
作
ら
れ
、

市
内
へ
真
っ
直
ぐ
に
伸
び

た
ハ
イ
ウ
ェ
ー
は
す
ご
く

快
適
だ

ま
た
高
速
道
路
開
通
に
よ

り
半
分
の
三
十
分
に
短
縮

さ
れ
た
。
途
中
、
ハ
イ

ウ
ェ
ー
の
近
く
に
松
下
電

工
の
工
場
や
日
本
人
社
員

用
の
高
層
住
宅
が
見
え
る
。

こ
こ
で
ガ
イ
ド
の
黄
さ
ん

「
皆
さ
ん
よ
く
御
存
知
の

松
下
電
気
屋
で
す
」
と

昨
年
の
九
月
下
旬
、
六
年

ぶ
り
に
中
国
を
訪
れ
る
機

会
を
得
た
。

㈱
山
善
（
山
田
将
貴
社
長
）

の
親
睦
会
で
あ
る
「
山
善

会
」
の
海
外
研
修
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。

先
回
の
経
験
か
ら
中
国
国

内
の
交
通
事
情
の
不
正
確

な
こ
と
や
旅
程
日
数
の
短

い
こ
と
も
あ
っ
て
「
歴
史

の
都
北
京
」
に
的
を
し

ぼ
っ
て
訪
中
す
る
こ
と
と

し
た
。
午
前
十
時
、
一
行

十
七
名
は
秋
晴
の
名
古
屋

空
港
を
飛
び
立
っ
た
。
北

京
国
際
空
港
ま
で
三
時
間

三
十
分
。
ド
リ
ン
ク
サ
ー

函
図
画
認

鱗魔磁i登窯議懲吊灘識犠霊議藤簿
→寄口るしあ言大車二なを階・つこはよ活内に支主京資国制社登国家会一切京でら、国二月

せはがいたえ駐寄階<待正こて階一う動、婦社なに本営をで録家旅にはる周あ、六の千給
かの二， 展 り ば 車 せ の薄つ面階おが階だに文人を観総金企と、し工遊よ中弓遊るか千平円は
す下階一 望素三場は出暗ｏ出別り出が。力化・設光社五業つ損た商局つ華中の。な円均､‐'六
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北
京
遊
々
旅
仙

自
己
亘
己
国
己
画
己
国
己
国
包
回
国
９
画
国
己
回
己
自
己
ロ
ロ
９
国
国
国
回
目
自
己
国
己

よ
り
バ
ス
で
空
港
建
物
内

へ
◎

中
国
の
面
積
は
、
日
本
の

約
二
十
六
倍
の
広
さ
。

東
端
と
西
端
で
は
日
の
出

日
の
入
り
の
時
間
が
四
時

間
も
異
な
る
。
ま
た
広
い

中
国
の
気
候
は
地
域
差
が

大
き
く
、
北
端
は
ア
ラ
ス

カ
、
南
端
は
ハ
ワ
イ
並
み

の
気
候
で
あ
る
。

九
月
の
北
京
は
初
秋
の
気

候
で
空
は
青
く
澄
み
快
適

な
気
温
が
続
く
。

入
国
審
査
・
税
関
を
へ
て

到
着
ロ
ビ
ー
へ
出
る
。

到
着
し
た
人
、
出
迎
え
る

人
が
入
り
交
じ
っ
て
凄
い

混
雑
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

今
回
我
々
一
行
を
案
内
し

て
く
れ
る
「
中
国
婦
女
旅

行
社
」
の
黄
暁
日
さ
ん
が

に
こ
や
か
に
出
迎
え
て
く

れ
た
。

彼
女
は
上
海
に
近
い
無
錫

の
出
身
で
「
北
京
外
語
大

日
本
語
学
部
」
卒
の
エ

リ
ー
ト
。
旅
行
社
に
勤
め

て
三
年
目
、
二
十
五
才
、

小
柄
で
美
人
の
ピ
チ
ピ
チ

酉

２

愛

や
っ
た
か
ら
皆
大
笑
い
・

黄
さ
ん
キ
ョ
ト
ン
と
し
て

「
チ
ョ
ッ
ト
お
か
し
い
？
」

日
本
で
は
大
き
い
会
社
の

事
を
「
○
○
屋
」
と
は
言

わ
な
い
。
屋
は
小
さ
い
店

や
町
工
場
の
事
と
説
明
す

る
と
「
そ
れ
は
失
礼
し
ま

し
た
、
松
下
電
気
屋
さ
ん

申
し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
」

と
茶
目
つ
け
た
っ
ぷ
り
の

応
答
に
、
そ
れ
迄
空
港
の

雑
然
と
し
た
印
象
か
ら
か

今
一
緊
張
し
た
一
行
の
表

情
も
一
気
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

ム
ー
ド
に
変
わ
る
。

バ
ス
は
中
国
風
の
デ
ザ
イ

ン
と
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の

料
金
所
ゲ
ー
ト
を
出
て
市

内
に
入
る
。

前
に
来
た
時
よ
り
高
層
建

造
物
が
一
段
と
多
く
な
っ

た
よ
う
だ
。
ま
た
工
事
中

の
建
物
が
至
る
所
で
見
ら

れ
、
相
変
わ
ら
ず
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。

バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
覚
え

の
有
る
建
造
物
や
立
体
交

差
の
道
路
、
鉄
橋
、
な
ど

が
次
々
と
現
れ
去
っ
て
ゆ

く
。

旅
は
同
じ
所
へ
何
度
行
っ

て
も
来
て
も
そ
の
時
の
感

じ
方
が
違
う
。
そ
の
時
の

気
候
、
出
来
事
、
食
べ
物
、

人
と
の
出
会
い
語
ら
い
、

期
待
な
ど
。

特
に
「
歴
史
の
都
・
北
京
」

は
魅
力
い
っ
ぱ
い
で
有
る
。

斉
藤
充
昭



に
仕
事
を
し

て
き
て
役
員

ま
で
た
ど
り

着
き
や
れ
や

れ
と
思
っ
た

と
き
は
定
年

に
な
っ
て
い

た
。

会
社
に
行

か
な
く
て
よ

く
な
り
家
で

ご
ろ
ご
ろ
の

毎
日
だ
と
い

》
っ
。

そ
の
点

我
々
板
金
業

に
携
わ
っ
て

い
る
者
は
幸

せ
で
あ
る
。

ま
ず
定
年
が

な
い
。
仮
に

あ
っ
た
と
し

て
も
、
定
年

後
で
も
手
に

愛 板(3)平成６年３月１５日 第２８１号

の
先
祖
は
下

之
一
色
町
の

庄
屋
で
あ
っ

て
昔
か
ら
書

画
骨
董
は
い

い
も
の
を
集

め
て
い
て
今

で
も
高
価
な

物
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

静
粛
の
茶

室
の
中
で
茶

の
湯
談
義
の

一
時
を
過
ご

し
て
失
礼
し

た
。

今
回
訪
問

し
て
思
っ
た

こ
と
だ
か
、

圃睡題画迩鰯膳
3認8諺

鍵老後⑳楽しみ』
叫 公 現 ヂ ー

K綴喜

私
の
知
り
合

い
に
会
社
の
役

員
を
し
て
い
て
、

定
年
退
職
し
た

人
が
い
る
。
会

社
の
役
員
時
代

は
、
会
議
だ
の
、

出
張
だ
の
と
忙

し
く
休
み
の
日

も
接
待
ゴ
ル
フ

な
ど
で
、
な
か

な
か
自
分
の
時

間
が
出
来
な
い

で
い
る
内
に
定

年
を
迎
え
て
し

ま
っ
た
。

が
む
し
ゃ
ら 輸

鴬

罫
・
●
曹
睦
盛
蝿
．

い
て
す
ば
ら
し
い
一
枚
板

が
使
っ
て
あ
る
・

今
日
の
お
手
前
は
待
合

い
で
出
迎
え
て
く
れ
た
生

徒
で
あ
る
お
嬢
さ
ん
が
披

露
を
し
た
。
こ
の
お
嬢
さ

ん
実
は
中
川
港
支
部
の
ア

キ
ラ
エ
業
㈱
の
お
壊
さ
ん

で
二
十
歳
に
な
る
犬
飼
茜

さ
ん
と
い
う
。
稽
古
を
初

め
て
一
年
に
な
る
そ
う
だ
。

聞
い
て
み
る
と
、
お
父
さ

ん
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が

ら
板
金
訓
練
校
に
も
入
校

し
て
勉
強
し
て
い
る
と
い

》
っ
Ｏ

お
抹
茶
を
い
た
だ
い
て

か
ら
お
茶
碗
を
拝
見
し
た

り
家
紋
帳
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
。
ま
た
掛
け
軸

の
話
を
聞
い
た
。
西
川
家

義鍵鍵塞鍵鍵鍵議蕊鍵I蕪譜語講談雑
天のいが弓柱間て畳室まりるら向をりた出服で場に氏専で港さかど設自の現茶なん戸
井天たか一ではあには四せがと茶に力、使、。迎姿主に訪、務、支れか前さら副在華らは

寵卓：佐掛赤り炉中畳て心書室じういつ露えの人あ間駕理平部たりかれも会で道れ今継
つ落前れの物欝蕊誌締締3．蕊窪認鮭易事鯛怒舞蕊躍流リｉ
てち座て軸は床のつ炉茶たごおいかにい通けい川室。五長事橋先の室る道務川い１９月て

職
が
あ
る
か
ら
帥
歳
を
過

ぎ
て
も
高
所
作
業
は
無
理

で
も
、
仕
事
は
い
く
ら
で

も
出
来
る
。

し
か
し
、
家
業
の
方
は

息
子
に
ゆ
ず
り
、
高
所
作

業
は
出
来
な
い
と
な
れ
ば

仕
事
に
も
限
度
が
あ
り
時

間
に
ゆ
と
り
が
出
来
て
く

る
と
思
う
。
そ
う
し
た
と

き
に
な
に
が
出
来
る
か
が

問
題
に
な
っ
て
く
る
。

だ
い
ぶ
ん
前
の
、
全
板

新
聞
で
篠
原
氏
が
コ
ラ
ム

で
こ
ん
な
事
を
書
い
て
お

ら
れ
た
。
県
板
理
事
長
な

ど
役
員
を
永
年
務
め
て
こ

I‘鱗識霞

西
川
さ
ん
の
よ
う
な
趣
味

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
仕
事

を
終
わ
っ
て
か
ら
も
老
後

に
な
っ
て
も
生
き
甲
斐
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
釣

り
を
や
る
も
よ
し
ま
た
パ

チ
ン
コ
を
や
る
も
よ
し
、

い
つ
も
な
に
か
に
熱
中
す

る
物
が
あ
れ
ば
退
職
し
て

か
ら
で
も
生
き
甲
斐
と
な

る
だ
ろ
う
。

友
達
を
多
く
待
ち
趣
味

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
毎

日
が
楽
し
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

な
お
、
西
川
様
方
の
茶

華
道
教
室
の
流
儀
は
お
花

が
陳
源
流
で
茶
道
は
松
尾

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鷲
見
収

ら
れ
た
方
が
、
退
任
さ
れ

る
と
何
年
も
し
な
い
内
に

亡
く
な
ら
れ
る
と
。

や
は
り
、
忙
し
く
飛
び

回
っ
て
い
て
退
任
し
て

ホ
ッ
ト
し
て
も
、
す
る
事

が
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら

ら
し
い
。

そ
ん
な
と
き
に
趣
味
が

あ
れ
ば
好
き
な
趣
味
に
打

ち
込
む
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
こ
こ
で
、
私
た
ち
の
同

業
で
す
ば
ら
し
い
趣
味
の

持
ち
主
を
紹
介
し
ま
す
。

中
川
港
支
部
の
西
川
板

金
店
・
西
川
政
博
さ
ん
で

す
。
西
川
板
金
店
は
、
創

業
が
明
治
師
年
で
、
政
博

さ
ん
は
三
代
目
で
あ
り
現

在
は
ご
子
息
の
貴
久
男
さ

騨
蕊
一

織蕊lillllil
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た
こ
と
も
あ
り
平
均
年
齢

も
ぐ
ん
と
低
く
和
や
か
さ

の
な
か
に
も
話
題
は
若
者

の
遊
び
の
事
や
仕
事
の
体

験
な
ど
技
術
的
な
も
の
と

な
り
こ
れ
が
時
代
の
変
遷

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。

一
宮
青
年
部
で
は
こ
の

一
年
間
に
、
今
回
の
総
会

と
、
６
月
に
一
泊
で
横
浜

市
の
住
宅
フ
ェ
ア
ー
に
、

９
月
に
家
族
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
ま
た
、
毎
月
の
例

会
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
さ
ん
、

タ
ニ
タ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
さ
ん

の
新
製
品
の
説
明
会
、
通

常
価
格
の
半
額
ぐ
ら
い
で
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０
０
。
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０
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０
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０
ｆ
・
も
。
。
，
。
‐
。
‐
ｏ
Ｄ
ｏ
０
■
，
。
，
Ｄ
‐
Ｄ
ｂ
。
‐
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
■
。
．
。
．

工
事
現
場
千
差
万
別
、

大
手
並
び
に
中
堅
ゼ
ネ
コ

ン
に
関
係
す
る
業
者
の
方

は
、
必
ず
尋
ね
ら
れ
る
事

は
あ
な
た
は
ど
ん
な
資
格

を
持
っ
て
い
ま
す
か
、
と

咽
瑳
に
な
か
な
か
答
え
ら

れ
な
く
と
も
、
「
運
転
免

許
」
の
よ
う
に
誰
し
も
一

つ
や
二
つ
の
資
格
は
も
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、

一
定
の
危
険
有
害
業
務
の

就
業
に
際
し
資
格
制
度
を

定
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

で
あ
ろ
う
。
あ
っ
け
な
い

人
生
の
幕
切
れ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
で
は
ど
こ
に

死
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

仕
事
に
追
わ
れ
半
月
位
前

か
ら
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て

い
た
が
十
分
な
医
療
に
掛

か
れ
な
い
ま
ま
無
理
し
て

出
勤
し
て
い
た
た
め
最
後

は
肺
炎
を
併
発
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。

間
違
い
な
く
過
労
死
で
あ

る
。
日
本
人
は
愛
社
精
神

が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
真

面
目
人
間
の
彼
も
会
社
に

掛
け
る
迷
惑
や
職
責
を
気

に
し
た
の
だ
と
思
う
。
し

か
し
き
れ
い
事
な
ら
愛
社

精
神
も
い
‐
れ
ど
、
死

２
月
ｕ
・
皿
日
、
一
宮

板
金
青
年
部
は
、
一
泊
旅

行
で
総
会
を
行
っ
た
。

出
発
日
は
近
年
に
無
い
大

雪
が
前
日
か
ら
日
本
列
島

を
お
そ
い
主
要
道
路
を
凍

結
し
、
幸
い
日
曜
日
で
は

あ
っ
た
が
集
合
場
所
に
い

く
の
も
難
儀
な
事
で
あ
っ

た
。

高
速
道
路
も
通
行
止
め
と

◇
一
宮
青
年
部

”
北
陸
温
泉
バ
ス
の
旅
と

総
会
“

軸
一
口
安
全
メ
モ

『
資
格
制
限
と
資
格
制
度
』

※
写
真
は
宴
会
の
席
で
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

れ
っ
き
と
し
た
部
員
で

す
。

に
至
る
原
因
に
な
る
ま
で

勤
め
る
必
要
は
な
い
。
葬

儀
の
時
、
偉
そ
う
な
態
度

を
し
た
会
社
の
重
役
や
部

長
が
参
列
し
て
弔
辞
を
読

み
上
げ
る
中
で
「
長
年
社

業
に
貢
献
し
た
優
秀
な
社

員
の
○
○
君
を
失
っ
て
悲

し
み
に
耐
え
な
い
、
○
○

君
の
や
り
残
し
た
仕
事
は

残
さ
れ
た
我
々
が
力
を
合

わ
せ
て
…
…
」

こ
れ
を
聞
い
て
い
て
ま
す

ま
す
腹
が
立
っ
て
き
た
。

業
績
や
合
理
化
の
数
字
ば

か
り
に
目
を
向
け
、
社
員

に
病
休
も
満
足
に
与
え
ず

使
い
捨
て
位
に
し
か
思
わ

な
い
管
理
職
は
最
低
で
あ

る
。
棺
に
す
が
っ
て
泣
く

妻
と
幼
い
二
人
の
子
供
、

そ
し
て
八
十
五
才
に
な
る

一＝一一

ｆ
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０
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Ｃ
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①
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そ
の
資
格
は
一
一
つ
の
体
系

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
一
つ

は
同
法
第
別
条
で
定
め
る

「
特
別
教
育
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
同
法
第
飢
条

で
定
め
る
「
免
許
」
又
は

「
技
能
講
習
」
で
す
。
後

者
は
、
そ
れ
ら
の
資
格
を

持
っ
た
人
し
か
一
定
の
業

務
に
就
く
こ
と
が
で
き
な

い
「
就
業
制
限
」
の
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
は
「
資

格
ブ
ー
ム
」
と
も
言
わ
れ
、

中
に
は
似
非
資
格
も
蔓
延

な
り
一
般
道
路
で
北
陸
に

向
か
っ
た
が
金
沢
の
兼
六

公
園
で
昼
食
の
予
定
が
間

に
合
わ
ず
急
遮
変
更
し
て

東
尋
坊
で
昼
食
と
な
っ
た
。

北
陸
温
泉
は
そ
れ
ほ
ど

深
い
雪
で
は
無
か
っ
た
が

見
学
箇
所
も
少
な
め
に

早
々
と
ホ
テ
ル
に
着
き
総

会
を
開
き
役
員
の
改
選
や

打
ち
合
わ
せ
事
項
の
協
議

記

一
＄

一
編
集
後

老
母
の
悲
し
み
は
誰
も
代

わ
っ
て
や
る
事
は
で
き
な

い
。
優
秀
な
会
社
人
間
に

な
っ
た
ば
っ
か
り
に
命
を

短
め
家
族
を
不
幸
に
し
た

従
兄
弟
も
バ
カ
な
ヤ
シ
で

あ
る
。

正
月
早
々
悲
し
み
よ
り
腹

の
立
つ
出
来
事
で
あ
っ
た

が
、
我
々
自
営
業
者
も
自

己
の
健
康
管
理
に
は
十
分

過
ぎ
る
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
毎
月
、
井
藤
委
員
の

担
当
し
て
い
る
「
健
康
」

の
記
事
も
参
考
に
さ
れ
た

い
。
③

？
。
。
。
●
■
●
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凸
■
●
●
●
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ａ
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。
①
。
■
色
色
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色
色
色
色
ｃ
●
◆
◆
●
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合
●
●
色
色
■
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甲
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■
●
■
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◆
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す
る
程
各
種
の
資
格
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
。
各
業
務

に
一
体
ど
ん
な
資
格
が
必

要
な
の
か
を
、
し
っ
か
り

見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
事
業
場
に
於
い
て
は

資
格
を
必
要
と
す
る
部
署

に
有
資
格
者
を
的
確
に
配

置
し
、
そ
れ
に
見
合
う
権

限
を
与
え
、
働
く
人
が
充

分
に
能
力
を
発
揮
出
来
る

様
な
環
境
を
作
る
事
が
望

ま
れ
ま
す
。

Ｋ
Ｎ
．

を
行
っ
た
・

新
会
長
に
は
田
中
隆
一
郎

君
が
全
員
一
致
で
選
ば
れ

た
。

ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で

雪
景
色
を
眺
め
露
天
風
呂

に
漬
か
っ
た
。

６
時
か
ら
宴
会
と
な
り

山
代
名
物
の
仲
居
さ
ん
の

シ
ョ
ウ
が
催
さ
れ
家
族
を

忘
れ
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
全

員
で
盛
り
上
が
っ
た
。

２
日
目
は
ホ
テ
ル
を
出

て
観
光
会
社
の
お
つ
き
あ

い
で
土
産
物
屋
を
ま
わ
り

敦
賀
市
に
向
か
っ
た
。

山
を
幾
つ
も
越
え
て
走

り
続
け
質
素
な
海
辺
の
民

宿
に
つ
い
た
の
は
昼
を
幾

ら
か
ま
わ
っ
て
い
た
。

生
き
の
良
い
魚
の
特
別
料

理
が
そ
の
日
の
メ
イ
ン
と

な
っ
た
。

部
員
帥
名
の
う
ち
参
加

者
訂
名
は
５
時
頃
無
事
一

宮
の
集
合
場
所
で
解
散
し

た
。

青
年
部
が
発
足
し
て
加

数
年
に
な
る
が
ふ
り
か

え
っ
て
み
る
と
バ
ス
の
旅

と
い
え
ば
ア
ル
コ
ー
ル
も

入
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
や
花
札

な
ど
、
な
か
に
は
ハ
メ
を

外
す
も
の
も
い
て
賑
や
か

な
道
中
だ
っ
た
が
近
年
で

は
後
継
者
に
変
わ
っ
て
き

シ
ー
リ
ン
グ
材
の
共
同
購

入
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
用
ビ
ス
の
講

習
会
、
Ｃ
Ｄ
コ
ン
ポ
、
第

二
電
電
、
等
の
説
明
会
を

頻
繁
に
行
っ
て
き
た
。

若
い
役
員
も
、
勉
強
が

嫌
い
で
こ
の
職
業
を
選
ん

だ
と
い
う
わ
り
に
け
つ
こ

う
積
極
的
に
努
力
し
て
い

る
よ
う
だ
。
佐
藤

愛

ｊ

一
一
月
一
一
十
五
日
金
晴

く

一
一
八
一
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

三
重
県
志
摩
郡
磯
部
町

「
い
か
だ
荘
」
出
張
会
議

一
月
も
終
り
に
近
づ
い
た

あ
る
日
、
五
十
才
に
な
る

従
兄
弟
の
急
逝
の
知
ら
せ

が
届
い
た
。

隣
の
町
で
生
れ
育
ち
、
結

婚
と
共
に
豊
明
市
に
移
り

住
ん
だ
た
め
、
最
近
は
冠

婚
葬
祭
に
顔
を
合
わ
せ
る

位
の
付
き
合
い
で
あ
っ
た

が
、
お
と
な
し
く
勤
勉
な

男
で
あ
っ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や
自

動
車
製
造
な
ど
県
下
で
も

大
手
の
企
業
に
勤
め
て
三

十
年
、
前
日
の
定
時
ま
で

勤
務
し
翌
日
の
午
前
十
時

に
は
帰
ら
ぬ
人
に
な
る
と

は
、
よ
も
や
家
族
も
本
人

も
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た


